
第
三
節　

当
初
形
式
の
調
査

第
一
項　

古
材
痕
跡
調
査

　

正
倉
の
小
屋
組
は
大
正
二
年
修
理
時
に
洋
小
屋
に
改
変
さ
れ
た
が
、
改
変
さ
れ
た
ト
ラ
ス

の
部
材
や
母
屋
や
小
屋
束
に
一
部
古
材
を
転
用
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
残
さ
れ
た
古
材
は
、

昭
和
二
十
四
年
と
同
三
十
年
の
曝
涼
の
際
に
浅
野
清
氏
ら
に
よ
っ
て
実
測
調
査
が
行
わ
れ
、

当
初
の
小
屋
組
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
（
注
一
）。
ま
た
大
正
修
理
前
の
実
測
図
が
残
さ
れ
て

い
て
、
実
測
図
に
は
修
理
前
の
破
損
状
況
が
描
か
れ
、
小
屋
組
は
三
重
梁
の
形
式
で
あ
っ
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
再
度
古
材
の
痕
跡
を
確
認
し
、
検
証

を
お
こ
な
っ
た
。

　

古
材
は
主
に
対
束
の
下
段
繋
梁
、
母
屋
、
ト
ラ
ス
上
部
の
合
掌
材
、
合
掌
束
に
転
用
さ
れ

て
い
た
。

　

各
部
位
ご
と
に
古
材
を
み
て
い
く
と
、
旧
二
重
梁
と
三
重
梁
は
、
対
束
下
段
繋
梁
の
八
本

す
べ
て
に
古
材
が
転
用
さ
れ
て
い
て
、
小
屋
束
の
圧
痕
と
、
枘
穴
の
痕
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

二
重
梁
、
三
重
梁
と
見
ら
れ
る
。
痕
跡
を
見
る
と
、
上
下
の
枘
穴
の
真
が
現
行
尺
で
一
・
三

尺
か
ら
一
・
五
尺
程
ず
れ
て
い
る
も
の
が
、
旧
二
重
梁
材
で
あ
る
こ
と
が
修
理
前
の
実
測
図

か
ら
特
定
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
上
下
の
束
枘
穴
が
ず
れ
て
い
る
も
の
が
二
重
梁
で
七
本
、

上
下
束
の
枘
穴
が
一
致
す
る
も
の
が
一
本
転
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
上
下
枘
穴
が
一

致
す
る
も
の
は
旧
二
重
梁
中
央
部
、
ま
た
は
旧
三
重
梁
の
部
材
で
、
他
に
南
妻
の
三
の
母
屋

に
一
本
、
ト
ラ
ス
上
部
合
掌
材
に
二
本
が
転
用
さ
れ
て
い
た
。

　

北
倉
西
二
の
母
屋
に
二
重
梁
が
切
断
さ
れ
ず
一
本
残
っ
て
い
て
、
中
央
束
の
上
下
枘
穴
が

一
致
し
、
妻
梁
を
掛
け
た
大
入
れ
仕
口
の
埋
木
痕
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
繋
梁
の
架
か
る
南
倉

及
び
北
倉
の
妻
側
の
二
重
梁
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
修
理
前
の
実
測
図
「
宝
庫
壱
番
通
及

弐
番
通
断
面
図
」
に
は
二
重
梁
上
下
の
束
位
置
が
い
ず
れ
も
揃
っ
て
描
か
れ
て
、
南
倉
を
描

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
部
材
は
北
倉
の
二
重
梁
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
北
倉
妻

と
南
倉
妻
の
束
の
位
置
が
異
な
っ
て
お
り
、
南
倉
妻
が
改
変
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

二
重
梁
の
断
面
寸
法
は
部
材
が
削
り
直
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も

の
の
、
現
行
尺
で
成
八
・
五
寸
、
幅
七
・
五
寸
前
後
の
も
の
が
多
く
、
天
平
尺
換
算
と
加
工

誤
差
、
木
材
の
痩
せ
等
を
考
慮
す
る
と
当
初
は
天
平
尺
で
幅
約
九
寸
、
成
約
八
寸
と
成
よ
り

も
幅
の
方
を
広
く
五
平
に
使
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
三
重
梁
は
三
本
あ
り
、
当
初
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
枘
穴
は
角
穴
約
三
寸
角
、
丸
穴
径
約
二
寸
で
、
部
材
の
汚
れ
方
の
違
い
か
ら
、

角
穴
を
部
材
の
上
端
、
丸
穴
を
部
材
の
下
端
と
判
断
し
た
。
旧
元
興
寺
東
室
の
天
井
桁
古
材

に
同
様
の
枘
穴
が
あ
る
こ
と
が
浅
野
清
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
二
）。

　

母
屋
に
転
用
さ
れ
て
い
た
古
材
は
全
部
で
二
三
本
あ
り
、
そ
の
内
旧
棟
木
材
が
三
本
、
旧

母
屋
材
が
八
本
、
中
古
母
屋
材
が
八
本
、
旧
二
重
梁
が
一
本
、
旧
三
重
梁
が
二
本
見
ら
れ
る
。

旧
棟
木
材
は
上
端
両
角
に
小
返
り
を
取
り
、
約
一
尺
間
隔
で
角
釘
痕
が
見
ら
れ
る
。
断
面
寸

法
は
成
約
七
寸
、
幅
八
寸
で
あ
る
。
下
端
に
は
舟
肘
木
の
圧
痕
と
角
太
枘
穴
の
痕
跡
が
あ
る

も
の
が
一
本
見
ら
れ
た
。
痕
跡
か
ら
太
枘
寸
法
は
約
二
寸
角
、
舟
肘
木
の
寸
法
は
長
さ
約

五
・
四
尺
～
五
・
五
尺
で
大
梁
間
隔
の
約
半
分
の
寸
法
で
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

旧
母
屋
材
に
は
、
二
重
梁
、
三
重
梁
の
架
か
っ
た
大
入
れ
の
仕
口
痕
が
残
っ
て
い
る
。
仕

口
の
幅
は
約
九
寸
あ
り
、
さ
き
の
二
重
梁
、
三
重
梁
転
用
材
の
実
測
寸
法
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

舟
肘
木
の
圧
痕
と
太
枘
穴
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
舟
肘
木
の
長
さ
は
棟
木
同
様
約
五
・
四
尺
で

あ
る
。
ま
た
傾
ぎ
大
入
れ
の
仕
口
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
後
世
に
火
打
梁
が
入
れ
ら
れ
た
痕
跡

と
見
ら
れ
る
。
当
初
材
の
断
面
寸
法
は
成
約
七
寸
、
幅
八
寸
と
見
ら
れ
る
。

　

中
古
母
屋
材
は
当
初
の
母
屋
と
は
断
面
寸
法
が
異
な
り
、
成
約
八
寸
、
幅
七
寸
と
寸
法
の

大
き
い
方
を
成
と
し
て
い
る
。
太
枘
穴
寸
法
も
細
長
く
な
る
。

　

合
掌
束
材
に
転
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
二
一
本
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
短
く
切
断
さ
れ
て
い

て
ど
こ
の
も
の
か
特
定
で
き
な
い
。
厚
さ
約
二
寸
の
溝
を
埋
木
し
て
い
る
痕
跡
が
見
ら
れ
る

も
の
が
一
本
あ
り
、
板
壁
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
勅
封
倉
で
あ
っ
た
北
倉
・
中
倉
と
綱
封
倉
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で
あ
っ
た
南
倉
を
別
々
に
管
理
す
る
必
要
も
あ
り
、
小
屋
裏
で
各
倉
の
境
に
壁
を
設
け
て
仕

切
っ
て
い
た
痕
跡
で
大
正
修
理
時
の
修
理
前
の
小
屋
裏
に
壁
ら
し
き
も
の
が
写
っ
て
い
る
（
注
三
）。

注
一　

浅
野
清
「
正
倉
院
校
倉
屋
根
内
部
構
造
の
原
形
に
つ
い
て
」（『
奈
良
時
代
建
築
の
研
究
』

所
収
、
一
九
六
九
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）

注
二　

前
掲
注
一
に
よ
る
。

注
三　

図
版
写
真
175
・
178
参
照
。

図211　大正修理前実測図　「宝庫壱番通及弐番通断面図」
　　　　　　　　　　　　（宮内庁宮内公文書館所蔵）

図212　大正修理前実測図　「宝庫中倉六番通切断面図」
　　　　　　　　　　　（宮内庁宮内公文書館所蔵）

図213　大正修理前実測図　「正倉院宝庫桁行断面図」
　　　　　　　　　 （宮内庁宮内公文書館所蔵）
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第
二
項　

当
初
小
屋
組
の
復
原
考
察

　

前
項
で
検
証
し
た
小
屋
に
残
さ
れ
て
い
る
当
初
構
造
材
と
そ
の
痕
跡
、
大
正
修
理
前
の
図

面
、
さ
ら
に
浅
野
清
氏
の
研
究
成
果
か
ら
当
初
小
屋
組
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
世
・
近
世

の
修
理
で
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
母
屋
や
垂
木
の
取
り
替
え
、
天
保
期
に
桔
木
を
追
加
す
る

な
ど
の
幾
度
か
の
修
理
は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
大
正
修
理
前
ま
で
ほ
ぼ
当
初
の
小
屋
組
の
形

式
を
伝
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
初
の
小
屋
組
は
丸
桁
と
棟
木
の
間
を
ほ
ぼ
三
等
分
し
て
二
通
り
の
母
屋
を
通
し
、
大
梁

上
に
下
か
ら
一
の
母
屋
通
り
二
本
、
四
天
柱
上
に
二
本
、
真
中
に
一
本
、
計
五
本
小
屋
束
を

立
て
、
母
屋
下
に
は
舟
肘
木
を
入
れ
て
母
屋
を
載
せ
、
そ
の
上
に
二
重
梁
を
架
け
る
。
そ
の

上
は
二
の
母
屋
通
り
に
二
本
、
真
中
に
一
本
、
計
三
本
小
屋
束
を
立
て
、
母
屋
下
に
舟
肘
木

を
入
れ
て
母
屋
を
載
せ
、
三
重
梁
を
架
け
る
。
さ
ら
に
三
重
梁
上
に
棟
束
を
立
て
、
舟
肘
木

を
入
れ
て
棟
木
を
載
せ
る
。
妻
側
は
、
側
通
り
校
木
附
近
の
妻
梁
上
に
束
を
立
て
、
舟
肘
木

を
入
れ
て
母
屋
を
載
せ
、
そ
の
上
に
繋
梁
を
架
け
る
。
繋
梁
上
二
の
母
屋
通
り
に
束
を
立
て
、

舟
肘
木
を
入
れ
、
母
屋
を
載
せ
る
。
南
倉
妻
の
繋
梁
の
架
け
方
が
母
屋
の
下
の
束
と
の
間
で

噛
む
の
に
対
し
（
図
214
旧
二
重
梁
材
①
）、
北
倉
妻
で
は
母
屋
の
上
に
繋
梁
が
載
る
（
図
214

旧
二
重
梁
材
②
③
）
こ
と
が
痕
跡
と
修
理
前
の
桁
行
断
面
か
ら
判
明
し
た
。

　

棟
木
と
母
屋
下
の
舟
肘
木
は
修
理
前
の
梁
間
断
面
図
、
桁
行
断
面
図
に
描
か
れ
て
い
て
、

痕
跡
か
ら
も
大
梁
真
々
約
三
・
三
ｍ
の
半
分
の
長
さ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

当
初
小
屋
組
の
各
部
材
の
寸
法
は
、
大
正
修
理
前
図
面
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
実
測
寸
法

と
残
さ
れ
た
古
材
に
よ
り
、
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
お
お
よ
そ
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以

下
現
行
尺
で
示
す
が
、
母
屋
は
成
七
寸
、
幅
八
寸
、
大
梁
は
成
八
寸
、
幅
九
寸
と
成
と
幅
一

寸
違
い
の
部
材
を
寸
法
の
大
き
い
方
を
幅
に
使
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
束
は
八
寸
×
九

寸
や
七
寸
×
八
寸
や
七
寸
角
と
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
梁
や
母
屋
の
同
寸
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、

こ
れ
ら
端
材
が
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図221　奈良時代の小屋組復原図

八番通り(北倉中央間) 北倉妻桁行方向

六番通り(中倉中央間)

一番通り(南倉南端)南倉妻桁行方向

2,048 2,048

2,048 2,048

繋梁

4,095

2,048 2,048 2,048 2,048

467 467

467 467

1,959 2,501 1,580 1,580 2,501 1,959

2,515 1,580 1,580 2,515 1,9451,945

4,831

4,831
繋梁

第三章　調査事項

─ 158 ─


	正倉院正倉整備記録_本文編.pdfから挿入したしおり
	本扉
	巻頭カラー
	序
	例言
	目次
	序章　正倉院正倉整備事業の概要
	第一章　正倉院正倉の概要と沿革
	第一節　正倉院正倉の概要
	第二節　正倉の創建と沿革
	第三節　正倉院に残る歴史的建造物
	第四節　国宝の指定
	第一項　官報告示
	第二項　指定基準と説明

	第五節　史跡の指定
	第一項　官報告示
	第二項　指定理由

	第六節　構造形式
	第七節　規模

	第二章　整備工事の内容
	第一節　整備事業の計画
	第一項　工事に至る経過
	第二項　修理方針
	第三項　正倉院正倉整備に関する懇談会

	第二節　整備工事の実施
	第一項　事業の運営と経過
	第二項　工事関係者
	第三項　工事実施工程
	第四項　工事費
	第五項　現場公開

	第三節　工事実施仕様
	第一項　仮設工事
	第二項　解体工事
	第三項　木工事
	第四項　屋根工事
	第五項　構造補強工事
	第六項　雑工事
	第七項　設備工事

	第四節　構造診断の実施
	第一項　小屋組の構造解析
	第二項　振動調査について
	第三項　耐震診断について
	第四項　耐震診断に関する補足


	第三章　調査事項
	第一節　修理前の破損状況
	第二節　形式・技法の調査
	第一項　平面計画
	第二項　木部
	第三項　屋根
	第四項　科学的分析調査

	第三節　当初形式の調査
	第一項　古材痕跡調査
	第二項　当初小屋組の復原考察

	第四節　後世の修理・改造
	第一項　元禄期の修理
	第二項　天保期の修理
	第三項　明治期の修理・改造
	第四項　大正二年の修理
	第五項　大正十年の修理
	第六項　瓦葺から見た正倉の修理経過の考察
	第七項　正倉院正倉屋根に残された奈良時代の平瓦について


	第四章　正倉以外の工事について
	第一節　宝庫西門
	第一項　構造形式と沿革
	第二項　実施仕様
	第三項　調査事項

	第二節　土塀
	第一項　沿革
	第二項　実施仕様
	第三項　調査事項

	第三節　杉本神社
	第一項　構造形式と沿革
	第二項　実施仕様
	第三項　調査事項

	第四節　消火栓配管工事

	第五章　資料
	第一節　棟札・墨書等
	第二節　篦書・刻印等
	第三節　瓦拓本
	第一項　軒丸瓦瓦当
	第二項　軒平瓦瓦当
	第三項　奈良時代一枚作り平瓦刻印
	第四項　奈良時代平瓦表面加工痕
	第五項　鎌倉時代平瓦叩き文
	第六項　篦書

	第四節　『正倉院宝庫屋根瓦拓本』

	日本語抄録
	英語抄録
	奥付


